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加
盟
各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
年
度
の
新
し
い
仲
間
も

迎
え
、
夏
祭
り
に
向
け
練
習
に
熱
が
入
る
頃
と
存
じ
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
前
政
権
で
大
き
く
後
退
し
て
し
ま
っ
た
文
化

行
政
、
文
化
振
興
策
を
練
り
直
し
、
予
算
的
に
も
充
実
を
さ
せ

ま
し
た
。
と
り
わ
け
伝
統
芸
能
や
文
化
活
動
に
初
め
て
触
れ
る

機
会
を
創
る
制
度
を
「
伝
統
文
化
親
子
教
室
」
と
改
め
、
市
内

で
も
車
人
形
や
獅
子
舞
、
日
本
舞
踊
や
お
茶
、
お
華
、
大
正
琴

と
、
も
ち
ろ
ん
お
囁
子
で
も
活
用
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

国
費
を
投
入
す
る
の
で
厳
し
い
書
類
作
成
や
運
用
の
ル
ー
ル
は

あ
り
ま
す
が
子
供
達
に
お
試
し
で
日
本
文
化
を
知
る
良
い
制
度

だ
と
自
負
し
ま
す
の
で
来
年
度
以
降
是
非
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
併
せ
て
ハ
ー
ド
で
も
山
車
の
補
修
等
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
日
本
の
良
さ
を
更
に
広
げ
る
事
が

出
来
る
よ
う
頑
張
る
所
存
で
す
。

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も

羽
田
空
港
で
の
　
「
迎
え
囁
子
」
や
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
の
「
民

謡
流
し
」
等
企
画
も
検
討
中
で
す
。
こ
の
夏
も
各
地
で
ご
活
躍

い
た
だ
く
事
を
お
祈
り
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
八
王
子
祭
囁
子
連
合
会
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

あ
ら
た
め
て
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
私
の
父
樫
崎
彰
男
が
、
生
前
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

一
月
二
十
六
日
の
新
年
会
の
席
上
で
、
半
纏
を
緊
張
感
い
っ

ぱ
い
の
な
か
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

私
達
の
世
代
に
な
る
と
、
祭
囁
子
の
笛
や
太
鼓
の
書
に
、
よ

り
ふ
る
さ
と
を
感
じ
、
郷
愁
を
覚
え
る
も
の
で
す
。

一
方
、
八
王
子
も
地
域
に
よ
っ
て
は
、
山
車
や
お
囁
子
が
な

く
、
子
供
達
が
さ
み
し
い
想
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
で
き
れ
ば
多
く
の
子
供
達
が
一
緒
に
な
っ
て
、
お
祭
り
を

担
ぐ
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
意
識
が
高
ま
る
と
思

い
ま
す
。

お
堀
子
の
書
に
つ
ら
れ
て
、
世
代
を
超
え
た
人
達
が
一
体
に

な
る
。
そ
ん
な
魅
力
が
、
お
囁
子
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
八

王
子
の
祭
磯
子
の
書
が
町
中
に
響
き
、
五
感
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。

八
王
子
祭
磯
子
連
合
会
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
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1月25日（土）

「八王子文化連盟新年会」参加

私
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
の
発
展
の
た
め
皆
様
方

と
一
緒
に
力
合
わ
せ
る
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
大
き
な
喜
び
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
八
王
子
ま
つ
り
以

外
に
も
、
市
内
各
地
の
様
々
な
祭
り
や
行
事
に
、
連
合
会
の
お

磯
子
を
聞
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
重
ね
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
お
磯
子
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
絆
を
深
め
な
が
ら

子
ど
も
達
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
議
会
議
員

内
、
近
隣
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
る
の
を
大
変
に
誇
ら
し
く
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
山
車
の
魂
と
も
言
う
べ
き
お
磯
子
の

技
を
時
代
と
世
代
を
超
え
て
受
け
継
い
で
い
た
だ
い
て
い
る
連

合
会
の
皆
様
の
活
動
に
は
心
か
ら
の
敬
意
を
表
さ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
「
ま
つ
り
囁
子
は
心
の
ふ
る
さ
と
」
を
合
い
言

葉
に
、
お
磯
子
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
心
の
交
流
の
輪
が
一
層

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
と
と
も
に
、
祭
磯
子
連
合

会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

八
王
子
祭
囁
子
連
合
会
は
、
創
立
二
十
一
年
を
迎
え
、
近
隣

自
治
体
も
加
わ
り
二
十
四
団
体
・
八
〇
〇
名
を
超
え
る
会
に
な

り
ま
し
た
。
初
代
半
澤
会
長
、
二
代
西
志
村
会
長
、
三
代
山
崎

会
長
は
じ
め
歴
代
の
役
員
皆
様
の
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
ま

す。
八
王
子
ま
つ
り
以
外
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
お
喘
子
を
聞
い

て
見
て
欲
し
か
っ
た
の
で
発
会
と
同
時
に
八
王
子
文
化
連
盟
に

加
盟
し
た
、
と
い
う
初
代
半
澤
会
長
の
お
話
し
を
聞
い
て
、
そ

の
■
慧
眼
に
敬
服
し
ま
し
た
。
八
王
子
ま
つ
り
が
今
日
の
関
東
屈

指
の
祭
り
と
し
て
大
き
く
育
っ
た
の
は
、
市
民
の
皆
様
に
祭
り

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
と
共
に
、
街
を
活
性
化
す
る
こ
と

に
、
連
合
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
が
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
毎
年
の
市
民
文
化
祭
で
の
「
祭
磯
子
は
心

の
ふ
る
さ
と
」
の
各
流
派
の
喘
子
連
の
共
演
は
、
多
く
の
皆
様

東
京
都
議
会
議
員

今
年
も
ま
た
、
各
町
内
か
ら
、
ま
つ
り
囁
子
の
菖
色
が
響
い

て
く
る
、
そ
ん
な
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

八
王
子
の
中
心
街
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
山
車
と
お

磯
子
は
身
近
な
空
気
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
で

も
夏
の
お
祭
り
は
一
年
で
も
一
番
わ
く
わ
く
す
る
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

八
王
子
ま
つ
り
も
関
係
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
ご
努
力
に
よ
り

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
大
き
な
魅
力
の

一
つ
が
各
町
会
の
山
車
巡
行
で
あ
り
、
お
囁
子
で
す
。

そ
し
て
、
今
で
は
「
八
王
子
の
山
車
ま
つ
り
」
の
魅
力
が
市
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八
王
子
祭
磯
子
連
合
会
も
二
十
周
年
が
過
ぎ
、
ご
活
躍
を
い

つ
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
め
ざ
ま
し
い
発
展

ぶ
り
に
感
嘆
を
覚
え
ま
す
。
先
日
の
新
年
会
の
と
き
、
各
団
体

よ
り
幾
人
か
の
人
が
交
代
で
磯
子
を
奏
で
る
様
子
を
拝
聴
し
、

楽
譜
も
な
い
の
に
自
由
に
吉
を
出
し
、
合
わ
せ
ら
れ
る
も
の
だ

と
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
孫
も
、
今
の
世
の
中
に
不
足
し
て
い
る
道
徳
心
を
学
ば

せ
る
た
め
に
も
入
会
さ
せ
ま
し
た
。
規
律
正
し
い
会
の
指
導
の

な
か
、
一
年
が
経
過
し
、
お
磯
子
を
さ
せ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

終
戦
後
、
八
王
子
の
祭
り
と
い
え
ば
、
お
十
夜
祭
り
と
上
の

祭
り
、
下
の
祭
り
と
大
き
な
祭
り
が
三
つ
あ
り
ま
し
た
。
お
十

夜
祭
り
が
昭
和
三
十
三
年
に
国
道
十
六
号
の
工
事
に
よ
る
大
善

寺
の
移
転
に
伴
い
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
上
下
（
か
み

し
も
）
　
の
祭
り
が
一
緒
に
な
り
、
八
王
子
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。

八
王
子
市
も
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
空
襲
に
遭
い
、
大
切
な

文
化
財
の
山
車
を
多
く
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
後
何
年

か
経
ち
、
仮
装
行
列
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
の
パ
レ
ー
ド
が
始

ま
り
、
山
車
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
八
王
子
市
制

五
十
周
年
（
昭
和
四
十
一
年
頃
）
　
に
上
の
祭
り
、
下
の
祭
り
が

統
一
さ
れ
、
八
王
子
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

山
車
の
巡
行
の
際
に
、
山
車
同
士
の
　
〝
ぶ
っ
つ
け
″
、
囁
子

方
同
士
の
競
演
が
あ
り
ま
す
。
当
時
よ
り
負
け
た
方
が
山
車
を

先
に
出
す
約
束
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
変
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
昔
は
も
っ
と
〝
ぶ
っ
つ
け
″
の
掛
け
声
（
ワ
ッ
ソ
ー

ラ
イ
）
が
多
く
聞
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
十
五
年
ほ
ど

前
に
町
会
長
を
五
年
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
よ
り
八
王
子
ま

つ
り
の
本
当
の
良
さ
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。
山
車
と
囁
子
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
、
祭

り
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
八
王
子
ま
つ
り
に
一
番
気
合
い
が
入
っ
て
い
る
の
が
、

八
王
子
祭
磯
子
連
合
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
私

も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会
を
応
援
す
る
つ
も
り
で
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
実
行
し
て
い
ま
す
他
所
の
祭

り
の
見
学
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。
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玉がき �歪艶誌と宣手芸　　　　　　　㊥ボトルキープ楕 

妻籠 �歪艶認三三㌶伊原ビ山一　　　　㊥ボトルキープ10％引き 

旬つるのフラワー �認書誌＿。187　〇生花厩・ブライダル・葬儀・隣・プリザーブド 

鶴屋 �甲町2－柑 

東京シューズ �℡042－644－0222 

特別暮護老人ホーム椿 � 

戸吹姑息 � 

中川商店 �盟蓑法67　　　　　　　　＠湖税サービス 

㈱なか安 �暁町1－36－6 ℡042－6）3－フ22フ　＠本店会席料理ご利用の場合、次回ご利用のよ事券進呈 

柵日商平野 �西寺方町352 

㈱野口不動産 �台町4・19－2 

博多中洲ぢどりゃ八王子店 �両町2－3 ℡042－634－9602 

八幡八雲神社 �雲激監嵩言主訂　　　　　　＠脚書出粥記念甜呈 

花新 �霊淀孟子二歳1　　　　　　　　㊥10％削引 

美容室（0（ORO �監禁占…覧】去7　　　㊥地肌ケアオートシャンプー200円引 

ヒロ・エイジング・ラボ �中町10－1 ℡042－634 �㌶2　　　育毛サロン＠初回のみ半額で承ります。 

藤井商店 �元横山町 ℡042－645 �三謡　　　　㊧・包装用品全敗会員向け特価対応 

掬フロッピィ � 

細野石材 �査監鼓637，　㊥墓所ご案内・墓所工暮及び石工事5％割引 

HONDA⊂ARS八王子兼 �大和田町 ℡042－645 �書7去㌘　　　㊥オイル交換半塀、新睾購入時特典あリ 

樹溝口祭典 � 

矢島染物店 �認払2＿，305　　　　㊥会員向け特典はおヰねくだ乱、。 

天然八王子鋤やすちぎの渇 � 

榊吉水建設 �芸既読も778　　　　⑳時代とともに進化する人と技術 

楽善堂 �南町1－1 ℡糾2－622－1976＠ご注文の印鑑⇒20％引／ご注文のゴム印⇒10％引 

リレーションズ望遠 �歪認諾よ監ヂ　　　　・〇安心、安全なもの取殺ってい紺っ 

［八王子祭囁子連合会をご後援下さるみなさま］
平成26年6月現在／敬称略／順不同

大石和春

三浦眞一

田辺隆一郎

瀬沼庄次郎

黒須弘道

仲村三奈

宮地完幸

東山　進

間宮昭享　　柴田勇造　　久保田忠明　　峰尾字　　中島清

橋本株式会社　　上谷久尚　　田中五十六　　石坂義雄

鬼頭英彬　　宮崎充啓　　山田司郎　　相原悦夫　　須藤秋雄

太田正利　　小坂一雄　　河井春夫　　山田一眞　　西志村訓一

増田和久　　曽我允彦　　安藤謙治　　鈴木材木店　　上野均

谷合浩一　　福嶋浩之　　豊森幸男　　鴨川武史　　神辺一善

石井征二　　花柳瀧ゆき　　塩野良光　北利雄　　谷合徳行

ららぽーとマネジメント　　荻島邦治　　三橋秀司　　青木宏

岩澤正萱詞　　樫崎亮一　　梶野和男　　野中淑生　　菱山光庸

川上健一郎　　浅田勝昭　　大久保吉彦　　木戸将士　クチュー

ル・アライ　　増田禎司　　書水壮吉　　原田次郎　　滝島克明

食事処寿嘉
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長
　
佐
藤
喜
通

副
会
長
　
坂
上
輝
夫

副
会
長
　
中
村
み
ず
き

会
　
計
　
石
森
真
弓

南
大
沢
磯
子
連
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長
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［八王子祭磯子連合会・会報］　　　　　　　　　平成26年6月22日（6）

料一一ゞ1　　　　　　昭和30年代後半、40年代前半の八王子まつり

当時の八王子まつりでは、八王子

駅前に上・下の山車が集合し、甲

州街道を上に向かって山車行列を

行っていた。

行列の一番は中町の山車（八王子駅前甲州街道）

）票　　当時、山車のなかった町会は他町会か

ら借りていたが、その町会は1年お休

みになった。（本町⇒上八日町）

七夕のようす

㊥
前
年
度
の
主
な
行
事
・
活
動

◆
八
月
二
日
～
四
日
＝
八
王
子
ま
つ
り
参
加
（
居
囁
子
八
カ
所
）

◆
九
月
七
日
＝
所
有
山
車
め
じ
ろ
台
粋
連
さ
ん
へ
譲
渡

◆
十
月
十
九
日
＝
市
民
文
化
祭
1
0
団
体
出
演
「
祭
囁
子
は
こ
こ

ろ
の
ふ
る
さ
と
」
　
（
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
）

◆
十
一
月
三
日
＝
埼
玉
県
寄
居
・
飯
能
祭
礼
視
察
旅
行

◆
十
一
月
十
六
日
＝
い
ち
ょ
う
祭
り
参
加
・
合
同
嚇
子
演
奏

◆
一
月
二
十
五
日
＝
文
化
連
盟
新
年
会
出
席
・
磯
子
演
奏

◆
一
月
二
十
六
日
＝
連
合
会
新
年
会
（
や
す
ら
ぎ
の
湯
）

◆
三
月
二
十
三
日
＝
西
本
智
実
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ラ
ボ
演
奏

出
演
（
八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ

い
財
団
主
催
・
オ
リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
）

◆
五
月
十
七
日
＝
八
王
子
苦
楽
祭
「
お
磯
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

開
催
（
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
第
一
練
習
室
）

㊥
平
成
二
十
六
年
度
　
主
な
活
動
計
画

□
八
月
＝
八
王
子
ま
つ
り
へ
の
居
喋
子
参
加
（
予
定
）

①
パ
ー
ク
壱
番
街
　
②
駅
前
銀
座
通
り
　
③
京
王
八

王
子
駅
前
　
④
桑
都
勇
会
前
　
⑤
旭
町
　
⑥
三
和
会

商
店
街
　
⑦
八
幡
八
雲
神
社
　
⑧
八
日
町
交
差
点

以
上
八
カ
所
、
十
五
団
体
予
定

□
九
月
＝
八
幡
神
社
例
大
祭
・
磯
子
共
演
参
加

□
十
月
十
二
日
＝
他
地
域
祭
礼
へ
の
視
察
旅
行
（
千
葉
県
佐
原

祭礼）

□
十
一
月
一
日
＝
市
民
文
化
祭
出
演
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